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(57)【要約】
本発明は、パネル（１２）及び検知手段（２０）を含ん
で構成されるＬＥＤ表示装置（１０）に関する。本ＬＥ
Ｄ表示装置（１０）にはさらにパネル（１２）への電力
供給を選択的に変更する手段（１４）が含まれる。パネ
ル（１２）には一配列のＬＥＤｓが取り付けられる。検
知手段（２０）は１または２以上のＬＥＤｓを作動させ
、あるいは作動停止させるようになっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 一配列のＬＥＤｓが取り付けられた一枚のパネル、
　前記パネルへの電力供給を選択的に変更する手段、及び
　１または２以上のＬＥＤｓを作動させ、あるいは作動停止させるようになっている検知
手段、を含んで構成されるＬＥＤ表示装置。
【請求項２】
　前記パネルが、ＬＥＤｓが取り付けられたプリント基板であることを特徴とする請求項
１項記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項３】
　前記電力変更手段に、マイクロプロセッサによって制御され、あるいはマイクロプロセ
ッサ中に組み入れられるようになっている１または２以上のドライバ回路が含まれること
を特徴とする請求項１または２記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項４】
　前記電力変更手段が定電流で作動するようになっていることを特徴とする請求項１～３
のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項５】
　前記電力変更手段によってサイズの異なる１または２以上のパネルに電力供与されるよ
うになっていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項６】
　それぞれのドライバ回路によって、所定時間に、あるいは所望される所定時間間隔に亘
ってＬＥＤｓの輝度を変更することができることを特徴とする請求項３～５のいずれかに
記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項７】
　前記ドライバ回路によって、段階的プロフィールに従ってＬＥＤｓを徐々に暗くするこ
とができることを特徴とする請求項３～６のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項８】
　１または２以上のＬＥＤｓが故障した場合であっても、前記ドライバ回路によって残り
のＬＥＤｓを作動させて所望される輝度レベルに保持することが可能なことを特徴とする
請求項３～７のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項９】
　所定の比率を越えるＬＥＤｓが故障した場合には、前記ドライバ回路によって残りのＬ
ＥＤｓの作動が停止されるようになっていることを特徴とする請求項３～８のいずれかに
記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１０】
　前記所定の比率がほぼ２０％であることを特徴とする請求項９項記載のＬＥＤ表示装置
。
【請求項１１】
　前記ドライバ回路がＬＥＤｓを種々の時間間隔に亘って発光させるようになっているこ
とを特徴とする請求項３～１０のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１２】
　前記検知手段がマイクロプロセッサと通信可能に構成されることを特徴とする請求項３
～１１のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１３】
　前記検知手段にプッシュボタンが含まれ、あるいは前記検知手段がプッシュボタンへ接
続され、該プッシュボタンが作動された時、所定の時間間隔に亘ってＬＥＤｓが発光され
るようになっていることを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置
。
【請求項１４】
　前記検知手段に、熱検知装置、動作検知装置、あるいは音検知装置の１または２以上が
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含まれることを特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１５】
　前記動作検知装置に、トリガーを引いた時に道路通行者のための電子表示板が作動され
るようになっているトリップワイヤーが含まれることを特徴とする請求項１４項記載のＬ
ＥＤ表示装置。
【請求項１６】
　前記マイクロプロセッサを、前記ドライバ回路を作動させ及び作動停止のため、種々パ
ラメータを設定し及び切換えることができるようにプログラム可能なことを特徴とする請
求項３～１５のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１７】
　前記マイクロプロセッサを、１または２以上のドライバ回路を制御することによって多
色ＬＥＤｓを作動させるようにプログラムできることを特徴とする請求項３～１６のいず
れかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１８】
　各ドライバ回路によって、選択された各パネルにおけるＬＥＤｓの作動が実行されるこ
とを特徴とする請求項３～１７のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１９】
　より大形の、あるいは追加のＬＥＤパネルを制御するようになっているドライバ回路が
付加されていることを特徴とする請求項３～１８のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項２０】
　ＡＣあるいはＤＣ電源によって作動されることを特徴とする請求項１～１９のいずれか
に記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項２１】
　電源がプリント基板（ＰＣＢ）ヒートシンク型ＬＥＤドライバであることを特徴とする
請求項２０項記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項２２】
　前記プリント基板に、ＬＥＤ動作をカスタマイズするようになっているデュアル・イン
ライン・パッケージ（ＤＩＰ）スイッチが含まれることを特徴とする請求項２１項記載の
ＬＥＤ表示装置。
【請求項２３】
　本願において添付図面のいずれかを参照して実質的に説明されたＬＥＤ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、これに限定されないが、特に１または２以上の交通信号灯に設置するための
ＬＥＤ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在使用されている交通信号灯の大部分には石英ハロゲン白熱電球、あるいはさらに効
率の悪い、反射板及びレンズを用いる白熱電球が装着されている。交通信号灯は常時連続
作動が必要とされるが、ハロゲン電球の寿命は約５０００時間に限られているため、電球
の継続的取り替え管理の実施が不可欠である。
【０００３】
　交通信号灯ハウジングのハウジングは、２０年の平均寿命が見込まれる堅牢さを要求さ
れるが、ハウジング中に入れられている石英ハロゲンは、それが完全にシールされていな
いため、反射板及びレンズ面を定期的に清掃することが必要とされ、高度の保守管理が必
要とされる。また、電球内の微小要素も衝突されると極めて容易に破損される。そのため
、石英ハロゲン電球をソリッドステート光源をもつ発光ダイオード（ＬＥＤｓ）に置き換
える試みが為されている。
【０００４】
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 上述した理由から、世界中、すべての国ではないが、殆どの石英ハロゲン電球交通信号
灯がＬＥＤｓに置き換えられつつある。現状、このような置き換えを行う方法としては、
信号灯の電球を付け替えるのではなく、各信号灯全体を交換する方法しかない。かかる方
法によれば、通常交換設置のためにポールから信号灯のすべてを撤去し、かつ交換を行う
交差点のすべての信号灯の電源を切り、交差点で交通整理するための交通管理者を配置し
、重量物リフト装置を使用し、及び交通レーンを遮断する等の１または２以上の対策を採
る必要があり、それによって不便を生ずることが不可避である。
【０００５】
 さらに、石英ハロゲン灯ハウジングには２０年の寿命を見込んでいるため、電球の付け
替え時には灯ハウジングは概して猶良好な状態にある。これら灯ハウジングを廃棄するこ
とは多大な資源の浪費となるだけでなく、エコロジー実施の面からも不適切な行為である
。
【０００６】
　上記問題に加えて、石英ハロゲン光源の置き換えに用いられる既存のＬＥＤｓ自体にも
、特に夏季において加熱によって故障し易いという固有の問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題点を解消し、かつ改善できるＬＥＤ表示装置、あるいは少なくとも
有用な代替装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一つの観点によれば、
　一配列のＬＥＤｓが取り付けられたパネル、
　前記パネルへの電力供給を選択的に変更する手段、及び
　１または２以上のＬＥＤｓを作動させ、あるいは作動停止させるようになっている検知
手段を含んで構成されるＬＥＤ表示装置が提供される。
【０００９】
　本発明の好ましい実施態様においては、前記パネルとしてプリント基板が用いられ、該
基板上へＬＥＤｓが取り付けられる。
【００１０】
　前記電力変更手段に、マイクロプロセッサによって制御され、あるいはマイクロプロセ
ッサ中に組み入れられる１または２以上のドライバ回路を含まめることも可能である。前
記電力変更手段を定電流において作動するようにされる。前記電流変更手段は、好ましく
はサイズの異なる１または２以上のパネルに電力供給できるようにされる。
【００１１】
　各ドライバ回路は好ましくは所望される所定時間に、あるいは所定期間に亘って、ＬＥ
Ｄｓの輝度を変更することが可能である。例えば、ドライバ回路は段階的プロフィールに
従ってＬＥＤｓを徐々に暗くすることが可能である。好ましくは、前記ドライバ回路は、
例えばＬＥＤｓの１または２以上が故障しても残りのＬＥＤｓを作動させて所望の輝度に
保持することが可能である。さらに好ましくは、ドライバ回路は所定の比率より多いＬＥ
Ｄｓが故障した場合に残りのＬＥＤｓを作動停止させるように適合される。また、前記所
定比率は好ましくは２０％である。
【００１２】
　種々の時間間隔に亘ってＬＥＤｓを断続発光するように前記ドライバ回路を適合させる
ことも可能である。
【００１３】
　好ましい実施態様においては、前記検知手段はマイクロプロセッサと通信可能に構成さ
れる。前記検知手段に、作動された時に所定時間間隔に亘ってＬＥＤｓの断続発光を起こ
すように適合されたプッシュボタンを備え、あるいは前記検知手段をそのようなプッシュ
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ポタンへ接続することが可能である。任意であるが、前記検知手段に、熱検知装置、動作
検知装置、あるいは音検知装置の１または２以上を含めることも可能である。例えば、動
作検知装置に、トリガーを引いた時に道路通行者のための電子表示板を作動させるように
なっているトリップワイヤーを含めることも可能である。
【００１４】
　前記マイクロプロセッサを、種々パラメータを設定及び変更可能としてドライバ回路を
作動し、及び作動停止させるようにプログラムすることも可能である。
【００１５】
　前記マイクロプロセッサを、２個以上のドライバ回路を制御して多色ＬＥＤｓを操作す
るようにプログラムすることも可能である。ドライバ回路のそれぞれによって、好ましく
は１つの選択されるパネルにおけるＬＥＤｓ操作が実行される。
【００１６】
　本ＬＥＤ表示装置は好ましくはＡＣまたはＤＣ電源によって作動される。好ましくは、
この電源にはプリント基板（ＰＣＢ）ヒートシンク型ＬＥＤドライバが用いられる。任意
であるが、ＬＥＤ表示装置には、より大きなあるいは追加のＬＥＤパネルを制御するよう
になっている付加ドライバ回路が含められる。
【００１７】
 任意であるが、前記プリント基板には、特定の状況におけるＬＥＤ動作をカスタマイズ
し、あるいは追加ソフトウエア機能を制御するようになっているデュアル・インライン・
パッケージ（ＤＩＰ）スイッチが含められる。
　本発明は、以下に記載された非限定的な好ましい実施態様によってさらによく理解され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に従ったＬＥＤ表示装置の下面の略平面図である。
【図２】図１のＬＥＤ表示装置のドライバ回路及びマイクロプロセッサを示す回路図であ
る。
【図３】図２を簡略に示した図である。
【発明を実施するための手段】
【００１９】
　図１に示すように、ＬＥＤ表示装置１０には、一配列のＬＥＤｓが取り付けられたパネ
ル１２（パネル１２の他方面上に取り付けられているため見えない）と、該パネル１２へ
の電力供給を選択的に変更する手段が含まれる。この実施態様では、パネル１２はプリン
ト基板であり、該回路基板上へ一配列のＬＥＤｓが取り付けられる。
【００２０】
　図２及び図３に示すように、前記電力変更手段はマイクロプロセッサ中に組み込まれた
ドライバ回路を備える。マイクロプロセッサはコントローラカード１４形状をしていて、
パネル１２へ電子的に接続される（図１参照）。コントローラカード１４は定電流におい
て作動し、サイズの異なる複数パネルへ電力供給することが可能である。本実施態様にお
いては、各パネルは１つのコントローラカード１４へ接続され、かつ該コントローラカー
ドによって駆動される。コントローラカード１４は金属スペーサを介してパネル１２上へ
ネジで取り付けられる。このように配置することにより、ＬＥＤパネルが固定され、電力
供給され、さらに物理的部品数が最小限に抑えられる。
【００２１】
　コントローラカード１４には種々の主要な機能を果たすことができるドライバ回路を備
える１つのマイクロチップ１６が含まれている。ドライバ回路は２つのサイズの異なるパ
ネル、すなわち直径が２００ｍｍ及び３００ｍｍのパネルへ電流供給することが可能であ
る。サイズの大きいパネルにはより多くの電力出力が為される。
【００２２】
　本発明のＬＥＤ表示装置にはさらにＬＥＤｓの作動あるいは非作動を検知する手段も含
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まれる。この実施態様では、検知手段はプッシュボタン形状（図示せず）とされ、マイク
ロプロセッサと通信可能に構成される。歩行者によって作動されると、前記プッシュボタ
ンからドライバ回路へ信号が送られ、この信号によってＬＥＤｓの所定時間に亘る断続発
光が引き起こされる。前記プッシュボタンの代わりに、あるいはそれに加えて、前記検知
手段に熱検知装置、動作検知装置、あるいは音検知装置の１または２以上を含ませること
も可能である。例えば動作検知装置にトリガー・インプット２０を用いるトリップワイヤ
ーを含ませて、このトリップワイヤーを一組の交通信号灯から一定間隔を置いて配置する
ことも可能である。このように配置することによって、一組の交通信号灯へ接近する車両
によってトリップワイヤーのトリガーが引かれ、電子信号がドライバ回路へ送信され、順
に電子表示板が作動されて車両ドライバーのための視覚信号が生成される。この視覚信号
は制限速度であってもよいし、あるいは前方での事故発生を表示する警告信号であっても
よい。
【００２３】
　マイクロプロセッサにはプログラム可能なトリガー・インプット２が含まれる。このイ
ンプット２０は上述したプッシュボタン等の外部トリガーによって生成され、及び電子信
号をマイクロチップ１６へ送ってＬＥＤｓの輝度を作動させあるいは調整するようにプロ
グラムされている。
【００２４】
　マイクロプロセッサによってドライバ回路を制御して種々時間間隔でＬＥＤｓの発光を
引き起こさせることも可能である。このことは、より長い期間に亘って断続発光できる信
号を得て通行者により気付きやすい信号にできることから、広く長い道路については通常
望ましく有益である。
【００２５】
　本発明に係るＬＥＤ表示装置１０は、所望により、交流電流（ＡＣ）でも直流電流（Ｄ
Ｃ）でも発電できる電源１８によって作動される。電源１８としては、ＬＥＤｓが過熱さ
れる可能性を減ずるように熱を放散し分散させることで効率のよいヒートシンク冷却型の
プリント基板(PCB)が用いられる。本ＬＥＤデイスプレイ装置１０は、５－２８Ｖ／ＡＣ
及び１２Ｖ／ＤＣのいずれの電源によっても作動可能である。これにより、交通信号灯を
、従来の２４０Ｖ／ＡＣを供給する変圧器、バッテリー、あるいはソーラーパネルのいず
れによっても作動することが可能である。この特徴は交通管理システムへ融通性及び可搬
性を提供する点において有利な特徴である。
【００２６】
　本実施態様において、プリント基板（ＰＣＢ）ヒートシンク型ＬＥＤドライバ２２はマ
イクロチップ１６によって制御され、かつ電源１８へ電気的に接続される。
【００２７】
　ヒートシンクは、熱を効率的に放散させてＬＥＤｓが過熱される可能性を減ずるように
用意かつ設計される。ヒートシンク型ＬＥＤドライバ２２はパネル１２へ追加の電力を供
給するよう用意さる。
【００２８】
　マイクロプロセッサにはさらに出力部リンク２４が含まれ、このリンクはマイクロチッ
プ１６によって制御され、３色、すなわち赤、アンバー（琥珀色）、グリーンのうちの１
色のために選択あるいは指定されるドライバ回路への電力供給が制御される。マイクロプ
ロセッサは３つのドライバ回路を制御することによって多色ＬＥＤｓを作動するたように
プログラムされ、それぞれのドライバ回路によって選択されたパネル上へ選択された色を
表示するＬＥＤ操作が行われる。
【００２９】
　さらに、マイクロプロセッサには付加ドライバ２６が備えられ、このドライバはＬＥＤ
ドライバ２２と通信可能に構成される。この追加ドライバ２６は、前述したより大形の３
００ｍｍパネル、あるいは追加のＬＥＤパネルを制御するために備えられる。前記追加の
ＬＥＤパネルは、例えばサイクリストのための表示、あるいは速度制限標識を表示するよ
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うにカスタマイズ可能である。
【００３０】
　任意であるが、マイクロプロセッサにはプッシュボタン２８が備えられ、このプッシュ
ボタンは、それが押された時に常に新たに電圧を検知し、マイクロチップ１６へ信号を発
してＬＥＤｓの輝度を調製するように設計される。
【００３１】
　マイクロプロセッサは、所望される所定時間に、あるいは所定時間間隔に亘ってＬＥＤ
ｓの輝度を変更するようにプログラムされる。例えば、ドライバ回路によって、段階的プ
ロフィールに従ってＬＥＤｓを徐々に暗くすることも可能である。１または２以上のＬＥ
Ｄｓが故障しても、ドライバ回路によって残りのＬＥＤｓが作動されて所望される輝度レ
ベルが保持される。さらに、所定比率以上のＬＥＤｓが故障した場合には、ドライバ回路
は残りのＬＥＤｓを作動停止させるようにプログラムされる。
【００３２】
　上記に加え、マイクロプロセッサを、種々パラメータを設定し、ドライバ回路の作動及
び停止を変更操作するように遠隔操作でプログラムすることも可能である。
【００３３】
　マイクロプロセッサにはデュアル・インライン・パッケージ（ＤＩＰ）スイッチ３０が
備えられ、このスイッチはマイクロチップ１６へ電気接続される。ＤＩＰスイッチ３０は
、特定の状態に対してＬＥＤの動作をカスタマイズするか、あるいは追加のソフトウエア
機能を制御するように設計される。
【００３４】
　本発明に係るＬＥＤ表示装置は、既存の交通信号灯のハウジング中へ改装により取り付
けてハロゲン電球と置き換えることが可能である。
【００３５】
　以上、本発明の好ましい実施態様について幾分詳細に説明したが、ＬＥＤ表示装置によ
って下記利点が得られることは当業者に明らかなことである。
１． 多数の機械部品の必要性を排除していることから、信頼性が高まり、エネルギー浪
費を減ずることができる。
２． サイズの異なるパネルを駆動することができることから、生産及び組立コストを低
減し、かつ用途を広げることができる。
３． 交通信号灯をソフトウエア駆動とすることが可能となり、機能性及び操作性におい
てより柔軟性をもたせることができる。
４． 過熱によるＬＥＤの故障可能性が大幅に減じられる。
５． 既存の交通信号灯へ改装設置してハロゲン電球を置き換えることができる。
【００３６】
　本願発明が本願に記載された態様以外に種々変形及び変更可能なことは当業者の認識す
るところである。このような変形及び変更のすべては本願発明の範囲及び精神の範囲内に
含まれると考えられ、本発明の本質は上述した記載から限定される。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明に係るＬＥＤ表示装置は、既存の交通信号灯へ改装設置されて信号灯をソフトウ
エア駆動とすることができ、機能性及び操作性における柔軟性を高めることができる点に
おいて産業上利用可能である。また、過熱によるＬＥＤの故障可能性が大幅に減じられる
。さらに、サイズの異なるパネルを駆動できることから、多数部品から構成する必要性を
排除することが可能である。



(8) JP 2013-504880 A 2013.2.7

【図１】 【図２】

【図３】



(9) JP 2013-504880 A 2013.2.7

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月22日(2011.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一つの観点によれば、一つの配列をなすＬＥＤｓ；並びにＬＥＤｓの電力消費
及び/又は輝度を検知し、検出電力及び/又は輝度があるレベルに降下した時にＬＥＤｓを
非作動とする検知手段を含んで構成されるＬＥＤ表示装置が提供される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　好ましくは、ＬＥＤ表示装置は前記パネルに選択的に変更する電力を供給するための手
段を更に含む。前記電力変更手段に、マイクロプロセッサによって制御され、あるいはマ
イクロプロセッサ中に組み入れられる１または２以上のドライバ回路を含まめることも可
能である。前記電力変更手段を定電流において作動するようにされる。前記電流変更手段
は、好ましくはサイズの異なる１または２以上のパネルに電力供給できるようにされる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一配列のＬＥＤｓが取り付けられた一枚のパネル、
　前記パネルへの電力供給を選択的に変更する手段、及び
　ＬＥＤｓの電力消費及びまたは輝度を検知し、検知された電力及びまたは輝度が予め規
程されたレベルに降下した時にＬＥＤｓを作動停止させるようになっている検知手段、を
含んで構成されるＬＥＤ表示装置。
【請求項２】
　前記パネルが、ＬＥＤｓが取り付けられたプリント基板であることを特徴とする請求項
１項記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項３】
　パネルへの電力供給を選択的に変更するための手段が含まれることを特徴とする請求項
１または２記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項４】
　前記電力変更手段に、マイクロプロセッサによって制御され、あるいはマイクロプロセ
ッサ中に組み入れられるようになっている１または２以上のドライバ回路が含まれること
を特徴とする請求項３記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項５】
　前記電力変更手段が定電流で作動するようになっていることを特徴とする請求項１～４
のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項６】
　前記電力変更手段によってサイズの異なる１または２以上のパネルに電力供与されるよ
うになっていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
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【請求項７】
　それぞれのドライバ回路によって、所定時間に、あるいは所望される所定時間間隔に亘
ってＬＥＤｓの輝度を変更することができることを特徴とする請求項４～６のいずれかに
記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項８】
　前記ドライバ回路によって、段階的プロフィールに従ってＬＥＤｓを徐々に暗くするこ
とができることを特徴とする請求項４～７のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項９】
　１または２以上のＬＥＤｓが故障した場合であっても、前記ドライバ回路によって残り
のＬＥＤｓを作動させて所望される輝度レベルに保持することが可能なことを特徴とする
請求項４～８のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１０】
　所定の比率を越えるＬＥＤｓが故障した場合には、前記ドライバ回路によって残りのＬ
ＥＤｓの作動が停止されるようになっていることを特徴とする請求項４～９のいずれかに
記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１１】
　前記所定の比率がほぼ２０％であることを特徴とする請求項１０項記載のＬＥＤ表示装
置。
【請求項１２】
　前記ドライバ回路がＬＥＤｓを種々の時間間隔に亘って発光させるようになっているこ
とを特徴とする請求項４～１１のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１３】
　前記検知手段がマイクロプロセッサと通信可能に構成されることを特徴とする請求項４
～１２のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１４】
　前記検知手段にプッシュボタンが含まれ、あるいは前記検知手段がプッシュボタンへ接
続され、該プッシュボタンが作動された時、所定の時間間隔に亘ってＬＥＤｓが発光され
るようになっていることを特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置
。
【請求項１５】
　前記検知手段に、熱検知装置、動作検知装置、あるいは音検知装置の１または２以上が
含まれることを特徴とする請求項１～１４のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１６】
　前記動作検知装置に、トリガーを引いた時に道路通行者のための電子表示板が作動され
るようになっているトリップワイヤーが含まれることを特徴とする請求項１５項記載のＬ
ＥＤ表示装置。
【請求項１７】
　前記マイクロプロセッサを、前記ドライバ回路を作動させ及び作動停止のため、種々パ
ラメータを設定し及び切換えることができるようにプログラム可能なことを特徴とする請
求項４～１６のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１８】
　前記マイクロプロセッサを、１または２以上のドライバ回路を制御することによって多
色ＬＥＤｓを作動させるようにプログラムできることを特徴とする請求項４～１７のいず
れかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項１９】
　各ドライバ回路によって、選択された各パネルにおけるＬＥＤｓの作動が実行されるこ
とを特徴とする請求項４～１８のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項２０】
　より大形の、あるいは追加のＬＥＤパネルを制御するようになっているドライバ回路が
付加されていることを特徴とする請求項４～１９のいずれかに記載のＬＥＤ表示装置。
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【請求項２１】
　ＡＣあるいはＤＣ電源によって作動されることを特徴とする請求項１～２０のいずれか
に記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項２２】
　電源がプリント基板（ＰＣＢ）ヒートシンク型ＬＥＤドライバであることを特徴とする
請求項２１項記載のＬＥＤ表示装置。
【請求項２３】
　前記プリント基板に、ＬＥＤ動作をカスタマイズするようになっているデュアル・イン
ライン・パッケージ（ＤＩＰ）スイッチが含まれることを特徴とする請求項２２項記載の
ＬＥＤ表示装置。
【請求項２４】
　本願において添付図面のいずれかを参照して実質的に説明されたＬＥＤ表示装置。
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【国際調査報告】
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